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具体項目別評価表

中期目標 体力および心身の健康 作成者

具体項目 健康保持の意識づくりと実践・心の安定を図る、心の変化を見取る取組 天野

本年度目標 目標の達成状況

健康保持の意識づくりと実践
「健康維持と体力向上に努め
て学校生活を送ることができ
た」と回答する生徒を90％以
上とする。

・「健康保持と体力向上に努めて学校生活を送ることができたか」に
ついて、肯定的評価をした生徒は89％であった。（１学期末89.1％）

◎心の安定を図る取組
「学校は安心して活動できる
場所である」と回答する生徒
を100％とする。

・「学校は安心して活動できる場所であると思うか」について、肯定
的評価をした生徒は92.6％であった。（１学期末90.4％）

○健康については、特に夏季の酷暑や冬季の感染症対策について、教師からの指導だけではなく、委員会等を
通じて生徒自身から発信し、呼びかけていくことも重視していく。
○ポジティブ教育は継続して実施していくことによって効果が表れるものなので、今後も計画的に実施してい
く必要がある。また、ポジティブ教育の授業を行うだけでなく、学習指導や特別活動等の様々な場面でもポジ
ティブ教育の考え方を生かしていく必要がある。

具体的方策 具体的方策の取組状況

保健や食に関する取組を通し
て、健やかな体づくりの大切
さを考えさせ、実践させる。

・「病気の予防対策や給食指導を通して、健康保持に取り組ませるこ
とができたか」について、肯定的評価をした教員は100％であった。

定期的なアンケートや教育相
談、ポジティブ教育の実施に
より、生徒同士の共感的人間
関係の構築に努める。

・「アンケートや教育相談、ポジティブ教育などを実施して、生徒同
士の共感的人間関係の構築に努めることができたか」について、肯定
的評価をした担任は100％であった。

共有シート、支援シートを活
用して情報の共有を図り、個
に応じた支援を行う。

・「気がかりな生徒に対して共有シートや支援シートを活用して情報
の共有を図り、個に応じた支援を行ったか」について、肯定的評価を
した教員は100％であった。

総括

「健康や安全に気をつけて学校生活を送る」の目標はおおむね達成できた。
担任全員が「病気の予防対策や給食指導を通して、健康保持に取り組ませることができた」と回答している。
○毎月保健だよりを発行し、その月の保健目標や季節に応じた内容について学級で保健指導を行うとともに、
家庭に啓発した。
○身体の発達に応じた適切な食事や食生活について理解を深めるため、学年ごとに栄養教諭による食育の授業
を行った。
△約10％の生徒が、健康保持と体力向上に対してあまり意識できていないと答えている。熱中症に対する意識
の低さ、食べ物の好き嫌い、睡眠不足による体調不良等が考えられる。

「学校は安心して活動できる場所である」の目標はおおむね達成できた。
○教育相談週間では、担任が積極的に生徒の頑張りを認めたり、困り事を把握したりした。そのことは、生徒
が落ち着いた学校生活を送るために効果的であった。
○気がかりな生徒についての情報共有を、学年会、毎月の職員会議、毎日の主任会で行うことにより、個に応
じた支援をより丁寧・迅速に行うことができた。
〇気がかりな生徒については、担任が迅速に保護者と連携を取ることができた。また、必要に応じてケース会
議を開き、スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーとも連携を取って支援することができた。
○ポジティブ教育の実践を、学校全体で年間を通して行うことができた。
△目標の100％には達しなかった。更に生徒の心に寄り添い、問題点を解決していく必要がある。

改善策


